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第７３回新生ふくしま復興推進本部会議 

第３回福島イノベーション・コースト構想推進本部会議 

合同会議 議事録 

 

■ 日時：平成２９年９月４日（月）１１：４５～１１：５５ 

■ 場所：第一特別委員会室（本庁舎２階） 

 

 

【畠副知事】 

ただ今より、新生ふくしま復興推進本部会議、福島イノベーション・コー

スト構想推進本部会議の合同会議を開催します。 

議事に入る前に、北朝鮮関係の対応について危機管理部長から説明します。 

 

【危機管理部長】 

 昨日、北朝鮮が地下核実験を行った事案について説明します。 

事実関係ですが、昨日１２時２９分５７秒に北朝鮮北東部の豊渓里（プン

ゲリ）付近でマグニチュード６．１の地震を観測しました。 

北朝鮮中央テレビは、同日の１５時３０分にＩＣＢＭに搭載する水爆の爆

発実験を行い、成功したと発表しております。 

この核実験は、昨年９月に続き２年連続で実験を強行したもので、これま

でで６回目となるものです。 

県の対応ですが、ニュース報道を受け、危機管理部職員が参集し、内閣府

や消防庁からの情報収集に努めました。 

また、大気中の空間線量率と大気浮遊じんの監視を続けております。 

併せて、原子力規制庁からの指示を受け、降下物等の測定を開始したとこ

ろです。 

本日１１時３０分現在、いずれについても、特に異常は認められておりま

せん。 

昨日、夕方４時から庁内の関係課長会議を招集し、情報の共有に努めたと

ころです。 

今後の対応につきましては、引き続き放射性物質の監視を継続するととも

に、今週末、土曜日が北朝鮮の建国記念日にあたるということもあるため、

ミサイル発射実験のリスクが高くなることを想定し、夜間・休日の職員の配

置を継続し、異常発生時の県民への迅速な情報提供に努めたいと考えており

ます。 
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【畠副知事】 

それでは議事に入ります。 

 報告事項の１つ目、国の平成３０年度予算概算要求、２つ目福島イノベー

ション・コースト構想推進関連予算について、企画調整部長。 

 

【企画調整部長】 

資料１－１を御覧ください。 

政府予算対策といたしましては、６月の国への提案・要望をスタートに、

国との協議を重ね、先月６日には、福島復興再生協議会の場において、知事

から重点７項目について各大臣に直接要望いただきました。 

資料１－２を御覧ください。 

８月末に各省から提出された平成３０年度概算要求の状況になります。 

左側、本県からの要望、知事から要望した重点７項目について記載してお

ります。 

「避難地域１２市町村の生活環境整備の加速」から「復興を支えるインフ

ラ等の環境整備」まで要望した結果について、資料右側に概算要求の主なも

のをまとめております。 

カッコ内が今年度の予算額、太字が概算要求に盛り込まれている数字にな

ります。 

福島再生加速化交付金や特定復興再生拠点整備事業など、避難地域の生活

環境整備に必要な予算や、介護、心のケア等の事業について盛り込まれてお

ります。 

また、風評・風化対策についても、放射線教育関連や、新たに地域の魅力

を発信するための予算などが盛り込まれております。 

その他、新産業創出関係や、インフラ等の環境整備の予算についても、引

き続き計上されております。 

今後は、この概算要求の状況等を精査するとともに、年末の政府予算の具

体化に向け、全庁一丸となって取り組んでまいります。 

 

報告事項の２つ目、福島イノベーション・コースト構想推進関連予算につ

きまして、今ほど申し上げた概算要求の状況について、福島イノベーショ

ン・コースト構想推進関連予算についても、主なものを整理いたしました。 

本年５月に第１回福島イノベーション・コースト構想推進本部を立ち上げ、

資料左側の「５つの取組方針」をまとめたところであり、これに基づき国と

協議を進めた結果、右側のとおり、来年度概算要求がとりまとまりました。 

「推進体制の整備強化」では、７月に県が設立した「一般財団法人」が行
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う事業の推進に必要な予算として１５億円が新規で盛り込まれ、また、各拠

点施設整備費や、エネルギー、農林水産関連の重点分野プロジェクト推進に

必要な予算も引き続き概算要求に盛り込まれております。 

その他、浜通り地域等に知見を集積させるための、大学等の研究活動に対

する補助事業の創設や、拠点周辺の生活環境整備に関する調査等を行うため

の予算も盛り込まれております。 

今後とも、国や市町村と緊密に連携しながら、構想の更なる具体化に向け

てしっかりと取り組んでまいります。 

 

【畠副知事】 

 今の説明に関して各部局から発言願います。 

 まず、避難地域復興局。 

 

【避難地域復興局次長】 

 避難指示解除後の生活環境整備や帰還困難区域の再生、被災者の生活再 

建など、復興のステージに応じた支援を国へ要請してまいりました。 

福島再生加速化交付金や福島生活環境整備・帰還再生加速事業、被災者支

援総合交付金など、必要な予算がしっかりと概算要求に盛り込まれるととも

に、福島再生加速化交付金では福島イノベーション・コースト構想推進に係

る拠点周辺の生活環境整備に向けた支援が追加されました。 

引き続き、予算の具体化や帰還環境整備、避難者の生活再建など関係機関

連携の下、全力で取り組んでまいります。 

 

【畠副知事】 

 生活環境部。 

 

【生活環境部長】 

 生活環境部関係では、「中間貯蔵施設の整備等」で３，２１０億円が計上

されるなど、本県の環境回復に必要な予算が盛り込まれています。 

また、鳥獣被害対策として、合わせて２０億円程度が計上され、更なる対

策の強化がなされたところであります。 

地域公共交通につきましては、「被災した公共交通の復興の支援」で約１

２億円が計上されたほか、新たに福島イノベーション・コースト構想の周辺

環境整備として、公共交通の調査事業の予算が計上されたところであります。 

引き続き、予算獲得に向け、全力で取り組んでまいります。 
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【畠副知事】 

 保健福祉部。 

 

【保健福祉部政策監】 

 資料１－２、「３．避難者等の生活再建」についてですが、保健福祉部 

としては、避難地域の医療・介護提供体制の再構築に向け、今年度は特に、

介護人材の確保と再開した介護施設等への運営支援のための予算獲得を最重

要課題として、知事を先頭に取り組んでまいりました。 

今回の概算要求におきまして、本県が要望した介護サービス提供体制の確

保について、新たに１１億円が盛り込まれました。 

また、被災者の心のケア事業も拡充されたところであり、私どもの声を国

にしっかりと受け止めていただけたものと評価しております。 

引き続き、復興庁、厚労省と連絡を密にして、政府予算の獲得に向け、国

と調整を進めてまいります。 

 

【畠副知事】 

 商工労働部。 

 

【商工労働部政策監】 

 概算要求では、福島ロボットテストフィールドや、地域復興実用化開発促

進事業など、福島イノベーション・コースト構想において重点的に取り組む

事業が盛り込まれております。 

また、新産業の創出については、福島新エネ社会構想の柱となる水素社会

実現のモデル構築に向けた事業のほか、産総研が実施する県内企業の技術開

発等に係る予算、さらには、被災者の雇用機会を確保する雇用支援に係る予

算等が計上されました。 

今後も、これらの予算が確実に確保されるよう、関係省庁との調整を図っ

てまいります。 

 

【畠副知事】 

 農林水産部。 

 

【農林水産部技監】 

 まず、福島県営農再開支援事業については、約１４２億円の基金積み増し

と平成３２年度までの事業継続が盛り込まれました。 

また、福島イノベーション・コースト構想関係では、農林業の先端技術の
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開発・実証と、水産試験研究拠点整備のために必要な予算として約５．３億

円が計上されております。 

さらに、農林水産物の風評払拭を図る福島県農林水産業再生総合事業につ

いては、水産物の高鮮度流通に必要な機器・設備の導入や認証水産物のＰＲ

に係る経費が新たに盛り込まれ、全体として３億円増の約５０億円が計上さ

れました。 

いずれも本県農林水産業の復興・再生の柱となる取組がさらに強化される

内容であり、着実に予算化されるよう引き続き、農林水産省及び復興庁とし

っかり連携してまいります。 

 

【畠副知事】 

 土木部。 

 

【土木部長】 

 復興を支えるインフラ等の環境整備につきましては、避難地域や浜通り 

の復興再生に不可欠なインフラ整備を重点的に要望しておりますが、復興の

リーディングプロジェクトである相馬福島道路などの復興支援道路の整備推

進が盛り込まれております。 

また、先週９月１日に閣議決定がなされ、復興祈念公園のうち、浪江町に

整備が決定された「国営追悼・祈念施設（仮称）」の整備経費が盛り込まれ

ております。 

引き続き、必要となる予算の確保に向け取り組んでまいります。 

 

【畠副知事】 

 教育庁。 

 

【教育長】 

 政府に重点要望していた、①教職員加配及びスクールカウンセラーの配置、

②スクールバスなど小中学校の地元での再開への支援、③ふたば未来学園や

小高産業技術高校の教育環境整備これら３点について、必要な予算は概算要

求に計上されており、当方からの要望を踏まえたものになっていると受け止

めております。 

さらに、新規事業として、福島イノベーション・コースト構想等を担う人

材育成に関する事業が計上されており、今後は、磐城高校を「福島スーパ

ー・イノベーション・ハイスクール（仮称）」と位置づけることなどにより、

復興を担うリーダーを育成するとともに、工業分野・農業分野の即戦力を育
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成するための教育環境の充実に向けて取り組んでまいります。 

 

【畠副知事】 

 ほかにありますか。 

 それでは知事からお願いします。 

 

【知事】 

 国の来年度概算要求の状況がまとまりました。ただ今、各部局長から報告

ありましたが、帰還に向けた生活環境整備の加速、被災者の生活再建、浜通

りの介護サービス提供体制の構築、風評払拭の取組など、「復興・創生」に

必要不可欠な項目が盛り込まれたところです。 

また、福島イノベーション・コースト構想では、関係閣僚会議設置など推

進体制が強化されました。 

併せて、予算面においても、概ね本県の要望に応える形で、各省庁に対応

をしていただきました。 

これは、関係閣僚を始め、政府関係者の皆さんが、福島県が未だ有事であ

るという実情を受け止め、しっかりと対応がなされたものと受け止めており

ます。 

今後は、事項要求となっている項目を含め、年末の政府予算案に確実に盛

り込まれるよう、引き続き真剣に国との協議・調整を進めるとともに、福島

の「復興・創生」をより重点的に進めていくため、これら復興財源等を最大

限に活用した平成３０年度事業の具体化を速やかに進めてください。 

 

【畠副知事】 

 以上で合同会議を閉じます。 

 


